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（１）各種調査の概要 

●本計画策定にあたっては、高齢者の実態を把握するため、国の指針に基づき｢介護予防・日常生活

圏域ニーズ調査｣及び、｢在宅介護実態調査｣を実施しました。 

① 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

要介護状態に至っていない高齢者に対し、その生活実態や課題を把握し、必要なサービス等を検討

するための基礎資料を得ることを目的としています。 
 

調査対象者 
多治見市に居住する 65歳以上の一般高齢者（要介護認定者を除く） 
3,000人を無作為抽出 

調査方法 令和４年 12月、郵送法 

 

調査数(Ａ) 3,000通 有効回答数(Ｂ) 2,247通 

 

② 在宅介護実態調査 

在宅で生活する要支援・要介護高齢者と、その主な介護者（家族）に対し、介護離職の有無や必要

なサービス等を把握することにより、高齢者の在宅生活の継続に必要なサービス・支援等を把握する

ための基礎資料を得ることを目的としています。 
 

調査対象者 在宅で介護を受ける要支援１以上の市民 

調査方法 令和４年 12月、郵送法 

 

調査数(Ａ) 202通 有効回答数 101通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査結果の概要 

① 調査回答者の属性 

■ 調査対象者の性別 

 

 

 

 

 

 

■ 調査対象者の年齢 

 

 

 

 

 

 

■ 調査回答者の居住地区 

 

 

 

 

  

４ 新たな｢多治見市高齢者保健福祉計画｣の策定に向けた調査の概要 
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介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は

受けていない

現在、何らかの介護を受けている

無回答
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子の配偶者
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兄弟・姉妹

介護サービスのヘルパー

その他

無回答 n=87
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7.5 

1.7 

7.9 

19.2 
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21.3 

17.5 

0.8 

18.3 

0% 25% 50% 75% 100%

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

がん（悪性新生物）

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

関節の病気（リウマチ等）

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

糖尿病

腎疾患（透析）

視覚・聴覚障害

骨折・転倒

脊椎損傷

高齢による衰弱

その他

不明

無回答

n=240

＜介護予防・日常生活圏域ニーズ調査＞ 

① 日常生活における介護（介助）の状況 

 

 

 

 

 ■ 普段の生活で介護・介助が必要か ■ 介護・介助をしてくれる人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 介護・介助が必要になった主な原因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 地域活動への参加意向 

 

 

 

 

■ 地域活動に参加者としての参加意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 地域活動に企画・運営者としての参加意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・現在何らかの介護を受けている方は 3.9％おり、そのうち、「配偶者（夫・妻）」から介護・介

助をしてもらっている方が 40.2％と最も高い。 

・介護・介助が必要になった原因は、「高齢による衰弱」（21.3％）が最も高い。 

・地域活動に参加者として参加意向がある方は、北栄包括で最も高く（62.6％）、既に参加して

いる方は、精華包括で最も高い（5.7％）。 

・企画運営者としての参加意向がある方も、北栄包括で最も高く（46.4％）、既に参加している

方は、滝呂包括で最も高い（3.1％）。 

市全域

n=2,247

滝呂包括

n=357

太平包括

n=507

精華包括

n=332

南姫包括

n=327

北栄包括

n=358

笠原包括

n=341

是非参加したい 8.7 9.2 8.1 9.6 7.6 9.5 8.5

参加してもよい 51.0 49.3 54.2 50.0 49.5 53.1 49.6

既に参加している 4.1 4.2 3.9 5.7 4.3 3.1 3.8

0%

25%

50%

75%

100%

市全域

n=2,247

滝呂包括

n=357

太平包括

n=507

精華包括

n=332

南姫包括

n=327

北栄包括

n=358

笠原包括

n=341

是非参加したい 3.8 4.2 4.5 3.9 3.1 3.9 3.2

参加してもよい 36.5 32.2 37.9 37.3 33.6 42.5 34.6

既に参加している 2.3 3.1 2.0 3.0 1.8 1.7 2.6

0%

25%

50%

75%

100%
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77.1 
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61.4 

83.1 

67.5 

7.2 
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1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応

（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事

（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に

必要な諸手続き

その他

わからない

無回答

n=83
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③ 健康感や幸福感について 

 

 

 

 

 

■ 主観的健康感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 主観的幸福感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜在宅介護実態調査＞ 

① 介護実態 

 

 

 

 

 

■ 主な介護者が行っている介護等 ■ 主な介護者が不安に感じる介護等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・主観的健康感では、「とてもよい」と「まあよい」を合わせた方は、滝呂包括が最も高く（80.7％）、

「あまりよくない」と「よくない」を合わせた方は、笠原包括が最も高い（20.0％）。 

・主観的幸福感が高い人の割合（「８～10点」）は、笠原包括で 40.2％と他の地域よりもやや低

いものの、他の地域では４割台半ばを占める。 

市全域

n=2,247

滝呂包括

n=357

太平包括

n=507

精華包括

n=332

南姫包括

n=327

北栄包括

n=358

笠原包括

n=341

とてもよい 14.1 12.6 16.4 16.9 13.5 11.7 12.3

まあよい 64.4 68.1 62.3 62.7 65.4 66.5 63.6

あまりよくない 16.2 14.6 15.6 16.3 16.8 16.5 17.9

よくない 2.3 3.1 2.2 2.1 2.1 2.0 2.1

無回答 3.0 1.7 3.6 2.1 2.1 3.4 4.1

0%

25%

50%

75%

100%

市全域

n=2,247

滝呂包括

n=357

太平包括

n=507

精華包括

n=332

南姫包括

n=327

北栄包括

n=358

笠原包括

n=341

０～４点 7.3 5.9 4.9 8.4 8.3 8.9 7.9

５～７点 42.5 43.4 42.8 42.8 41.3 40.5 44.6

８～10点 44.5 45.1 46.4 45.2 45.3 45.3 40.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

・主な介護者が行っている介護等は身体介護の「外出の付き添い、送迎等」、生活援助の３項目に

おいて割合が高い。 

・主な介護者が不安に感じる介護等では身体介護の「夜間の排泄」、「入浴・洗身」・「認知症状へ

の対応」が上位３項目となっている。 
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24.1 
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20.5 

2.4 

6.0 

7.2 

19.3 

6.0 

20.5 

3.6 

13.3 

12.0 

8.4 

4.8 

13.3 

3.6 

12.0 

0% 25% 50% 75% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ

（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内での移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応

（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事

（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に

必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、

特にない

主な介護者に確認

しないと、わからない

無回答

n=83
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2.4

1.2

3.6

0.0

56.6

8.4

27.7

0% 25% 50% 75% 100%

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた

（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

無回答

n=83

6.9 

2.0 

7.9 

5.0 

4.0 

9.9 

5.9 

7.9 

3.0 

4.0 

58.4 

11.9 

0% 25% 50% 75% 100%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス

（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

無回答

n=83 15.8 

5.9 

16.8 

13.9 

13.9 

28.7 

21.8 

16.8 

15.8 

4.0 

26.7 

18.8 

0% 25% 50% 75% 100%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス

（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特にない

無回答

n=83

フルタイムで

働いている

22.9%パートタイムで

働いている

9.6%

働いていない

59.1%

主な介護者に

確認しないと、

わからない

0.0%

無回答

8.4%

n=390

18.5 

25.9 

25.9 

29.6 

14.8 

22.2 

7.4 

22.2 

0.0 

14.8 

0.0 

3.7 

0% 25% 50% 75% 100%

自営業・フリーランス等のため、

勤め先はない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択

（フレックスタイム制など）

働く場所の多様化

（在宅勤務・テレワークなど）

仕事と介護の両立に関する

情報の提供

介護に関する相談窓口・

相談担当者の設置

介護をしている従業員への

経済的な支援

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、

わからない

無回答

n=27

51.9

14.8

22.2

7.4

11.1

0.0

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

特に行っていない

介護のために、｢労働時間を調整

（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・

中抜け等）」しながら、働いている

介護のために、｢休暇（年休や介護

休暇等）」を取りながら、働いている

介護のために、｢在宅勤務」を

利用しながら、働いている

介護のために、上記２～４以外の

調整をしながら、働いている

主な介護者に確認しないと、

わからない

無回答

n=27

② 介護と就労について 

 

 

 

 

 

■ 主な介護者の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 働き方を調整しているか ■ 仕事と介護の両立に効果があると思う 

 勤め先からの支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 介護のための離職・転職の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 家族・親族の介護による退職・転職状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 介護保険サービス以外の支援・ ■ 在宅生活を今後も続けていくために 

サービスの利用状況 必要な支援・サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・主な介護者が離職した方は 2.4％、主な介護者以外の方が離職した方は 1.2％、主な介護者が

転職した方は 3.6％。 

・サービス利用状況は、「利用していない」方が 58.4％と最も高く、利用している支援・サービ

スの中では「外出同行（通院、買い物など）」（9.9％）の割合が高い。 

・在宅生活を続けていくために必要な支援・サービスは「外出同行（通院、買い物など）」（28.7％）

が最も高い。「特になし」は 26.7％。 

・主な介護者の 32.5％が就労している。このうち、働き方の調整を行っていない方は 51.9％。 

・仕事と介護の両立に効果があると思う勤め先からの支援は、「労働時間の柔軟な選択（フレック

スタイム制など）」（29.6％）が最も多く、「介護休業・介護休暇等の制度の充実」・「制度を利

用しやすい職場づくり」（同率 25.9％）などが続く。 

 


